
　　平成２６年７月７日（月）午後２時　玉名市福祉センター 　Ｂ会議室
　に招集した。

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番  東　  令佐 ２番　取本　一則 ３番　清田　順次 ４番　西川　英文

６番　鶴田　克士 ７番　永田　知博 ８番　松本　恒幸 ９番　荒木ひろ子

10番　坂本　誠二 11番　竹下　宏介 12番　坂西　孝之 14番　森川　正志

15番　丸山　近信 16番  田辺　信之 17番　鍬本　勝利 18番　荒木まつ子

19番　大野　金生 20番　福田　友明 21番　田上　一 22番　小路　修三

23番  德井　勝美 24番　田上　  均 25番　杉本　征子 27番　植田　勇一

29番　三川　  了 30番　田上　輝行 31番　米野　旨雄 32番　松本　哲海

33番　生田三之利 34番  堀田　昌子 35番　谷川　文武 37番　池本　信秋

38番　小田　　募

５番  井上  清晴 13番  本田多美子 26番  小島  昌文 28番  植田  英男

36番  岩永  幹生

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　宮田　辰也 次長　二階堂　正一郎

係長　上村　健也 参事　西山　美和 主査　田川　由香 主任　中根　剛

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０名

議　題

第　４４号農地の所有権移転許可申請について（３条許可分）

第　４５号農地の賃借権設定許可申請について（３条許可分）

第　４６号農地の使用貸借権設定許可申請について（３条許可分）

第　４７号事業計画変更承認申請について（４条許可後）

第　４８号農地の転用許可申請について（４条許可分）

第　４９号農地の転用許可申請について（５条許可分）

第　５０号農用地利用集積計画の決定について

第　５１号買入協議を行う旨の通知の要請について

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。

平成２６年第８回玉名市農業委員会総会議事録



報　告

第　１６号農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第　１７号農地の形状変更届について
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１．開 会 

○事務局長（宮田辰也君） 皆さん、こんにちは。ちょっと時間早いですけども、皆さ

ん揃いですので始めたいと思います。 

現在の出席委員さん、３８名中、本日は、本田委員、小島委員、岩永委員、植

田英男委員、井上委員が欠席ということで、３３名の御出席であります。 

 玉名市農業委員会会議規則第６条の規定によりまして、会議は成立しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（宮田辰也君） 会長より御挨拶をいただきまして、引き続き進行のほうを

お願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○会長（東 令佐君） 皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中に出席いただきまして、

ありがとうございました。議事に入ります前に、今回、大浜町農協より推薦され選

任されておりました永田達三委員が、６月１５日をもって理事を辞められたことに

伴い、新たに大浜町農協より推薦を受け、市長より選任されました松本恒幸さんが、

７月より農業委員となられましたので、御本人から御挨拶をお願いいたしたいと思

います。 

 松本委員、どうぞ。 

○８番（松本恒幸君） どうも皆さん、こんにちは。今、委員長のほうから御紹介いた

だきました大浜の松本でございます。うちが総会が任期ということで、前農業委員

であった永田達三さんが理事を下りられましたので、そのあとで理事会の推挙を受

けまして、代表である私が今度皆様と一緒に勉強させていただくことになりました。

今後ともどうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（東 令佐君） ありがとうございました。これからよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ではありますが、議事に入りたいと思います。 

本日の議案は、議第４４号より議第５１号までの５９件と、報告第１６号から

報告第１７号までの１２件が提案されています。慎重なる審議、よろしくお願いい

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○会長（東 令佐君） 本日の議事録の署名委員は、丸山委員と田辺委員にお願いいた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（東 令佐君） それでは、議事に入ります。 
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 議第４４号、農地法第３条、農地の所有権移転許可申請についてを議題といたし

ます。 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第４４号、農地の所有権移転許可申請について。農地

法第３条第１項の規定による下記農地の所有権移転許可申請について許可するも

のとする。平成２６年７月７日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、小島の申請人で、申請物件、小島３２３－１、田１,８３６㎡外２筆、計

７,５８７㎡、子どもへの一括贈与であります。 

 ２番、石貫の申請人で、申請物件、石貫１５７２－３、畑２７㎡、相手方の要

望と経営拡張による売買であります。 

 ３番、岱明町の申請人で、申請物件、岱明町上３５１、田８１０㎡外１筆、計

２,０９０㎡、労働力不足、経営拡張による売買であります。 

 ４番、北九州市と長洲町の申請人で、申請物件、岱明町下前原６３６、田８１８

㎡、農業廃止、相手方の要望による売買であります。 

 ５番、岱明町の申請人で、申請物件、岱明町扇崎１９４、畑８９４㎡外１筆、計

２,８７１㎡、子どもへの贈与であります。 

 ６番、横島町の申請人で、申請物件、横島町横島４８９６－２、田１,０８９㎡、

労働力不足、相手方の要望による売買であります。 

 ７番、横島町の申請人で、申請物件、横島町横島１０３７２－２、田２,４１３

㎡外４筆、計７,２４３㎡、子どもへの贈与であります。 

 以上７件、合計の２１,７２５㎡を御提案申し上げます。農地法第３条第２項の

各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後の全ての農地を利用する

こと、機械、労働力、技術、地域との関係などをみても、何ら問題がないこと、下

限面積要件も超えていることから、許可要件の全て満たしているものと判断いたし

ましたので、御提案申し上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次担当委員の説明を

お願いいたします。１番、どうぞ。 

○１１番（竹下宏介君） １１番、竹下です。１番の案件について御説明いたします。 

 これは子どもさんへの贈与でございまして、子どもさんは施設園芸をされており、

許可相当と判断します。よろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） はい、次、２番、どうぞ。 

○２番（取本一則君） ２番の取本です。この譲渡人の農地に隣接する畑の２７㎡とい

うことで、三角形の小さい面積でございます。譲受人が耕作するうえで農地の端っ

こに少し残るものですから、この譲渡人のほうに経営拡張のためにお願いをし、相

手方も了承された物件でございます。譲受人は、みかん、稲作、幅広く農業に携わ
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っておられまして、年齢的にも脂の乗りきったころでございます。許可相当と判断

いたしました。 

○議長（東 令佐君） 次、３番、どうぞ。 

○１９番（大野金生君） １９番、大野です。３番の案件について説明いたします。 

 譲渡人はひとり暮らしで、年齢もかなりとっておられましてですね、土地の維持

管理をするには大変困難な状況にあります。労働力不足ということで、譲受人はで

すね、大規模な酪農をしておられて、常時８人を雇っているような大規模な農業で

あります。そして、常に経営規模拡大に努められておられて、下限面積でも問題は

なく、許可相当と判断します。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、４番、どうぞ。 

○２３番（德井勝美君） ２３番、德井です。譲渡人は農業廃止、譲受人は相手方の要

望ということで、下限面積も満たされており、許可相当と思います。 

○議長（東 令佐君） 次、５番、どうぞ。 

○２３番（德井勝美君） 同じく２３番、德井です。譲渡人と譲受人は親子関係で、何

ら問題はないと思います。許可相当と思います。よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 次、６番、どうぞ。 

○２７番（植田勇一君） ２７番、植田です。相手方の要望ということですけれども、

本人は施設園芸をされており、下限面積も満たしており、懸念なきものと思考いた

します。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、７番、どうぞ。 

○３０番（田上輝行君） ３０番、田上です。ごらんのとおり子どもへの贈与というこ

とで、何ら問題なく許可相当と思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようですので、採決に移ります。 

 農地法第３条、農地の所有権移転許可申請について、原案のとおり決定すること

に異議のない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（東 令佐君） はい、異議がないものと認め、議第４４号については、許可す

ることに決定しました。 

 次に、議第４５号、農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請についてを議題

といたします。 

 事務局より説明を求めます。 
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○事務局長（宮田辰也君） 議第４５号、農地の賃貸借権設定許可申請について。農地

法第３条第１項の規定による下記農地の賃貸借権設定許可申請について許可するも

のとする。平成２６年７月７日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、玉東町と天水町の申請人で、申請物件、天水町立花１９２１、田１,３０

２㎡、労働力不足、経営拡張により、平成２６年７月７日より１０年間の契約であ

ります。 

 計１件を御提案申し上げます。農地法第３条第２項の各号の禁止規定に照らし、

申請内容を審査いたしました。取得後の全ての農地を利用すること、機械、労働力、

技術、地域との関係などを見ても何ら問題ないこと、下限面積要件も超えているこ

とから、許可要件の全て満たしているものと判断いたしましたので御提案申し上げ

ました。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号１番の説明を担当委員にお願いいたします。どうぞ。 

○３７番（池本信秋君） ３７番、池本です。１番の案件について説明いたします。 

 貸人は労力不足で、借人は経営拡張であります。借人は下限面積も満たされてお

り、許可相当と判断します。よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようですので、採決に移ります。 

 農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請について、原案どおり決定すること

に異議のない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（東 令佐君） はい、異議がないものと認め、議第４５号については、許可す

ることに決定しました。 

 次に、議第４６号、農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請についてを議

題といたします。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第４６号、農地の使用貸借権設定許可申請について。農

地法第３条第１項の規定による下記農地の使用貸借権設定許可申請について許可す

るものとする。平成２６年７月７日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、滑石の申請人で、申請物件、滑石１２１３、田９０７㎡、相手方の要望と

経営拡張により、平成２６年７月７日より１０年間の契約であります。 

 ２番、大浜町の申請人で、申請物件、大浜町５２８７－１、畑１９,９０５㎡外
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２筆、計３９,７５６㎡、農業者年金受給により、平成２６年７月７日より３９年

の契約であります。 

 ３番、横島町の申請人で、申請物件、横島町横島３９７０、田４,６１３㎡、農

業者年金受給により、平成２６年７月７日より２０年の契約であります。 

 次のページをお願いします。 

 ４番、天水町の申請人で、申請物件、青野１５８１－６、畑１,１９６㎡外１筆、

計２,３６４㎡、経営移譲による平成２６年７月７日より２０年の契約であります。 

 ５番、天水町の申請人で、申請物件、天水町野部田１９－１、畑６５８㎡外１９

筆、計２２,１０３㎡、経営移譲により平成２６年７月７日より２０年の契約であ

ります。 

以上５件、合計６９,７４３㎡を御提案申し上げます。農地法第３条第２項各号

の禁止規定に照らし、申請内容を審査しました。取得後の全ての農地を利用するこ

と、機械、労働力、技術、地域との関係などを見ても問題ないこと、下限面積要件

も超えていることから、許可要件の全てを満たしているものと判断しましたので御

提案申し上げました。どうぞ、よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号１番より順次、担当委員の説明をお願いいたします。 

 １番、どうぞ。 

○６番（鶴田克士君） ６番の鶴田です。１番の案件についてお答えいたします。 

 貸人は高齢者ということで、相手方の要望ということでございます。借人は申請

地が家のそばということで、オクラとかナスを栽培しておられ、機械等も持ってお

られますし、下限面積も満たされておりますので、許可相当と判断いたします。以

上です。 

○議長（東 令佐君） 次、２番、どうぞ。 

○９番（荒木ひろ子君） ９番、荒木です。２番の案件の説明をいたします。 

 申請人は親子で、農業者年金受給のための経営移譲でありまして、期間は３９年

間という長い間ですけど、一人息子さんでもあり、施設園芸、米などを作っておら

れますので、何ら問題ないと思いますので、許可相当と思いますので、よろしくお

願いいたします。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、３番、どうぞ。 

○２７番（植田勇一君） ２７番の植田です。３番の案件について説明いたします。 

 農業者年金受給のためであり、下限面積も満たしており、問題なきものと思考い

たします。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、４番と５番は委員さんが同じでございますので、続けてど
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うぞ。 

○３３番（生田三之利君） ３３番の生田です。４番、５番の案件について説明をいた

します。 

 まず４番については、借人は新規就農者でないこと、貸人は孫にあたります。昨

年、自宅に帰って親がしていた農業をするということで申請をしております。 

 また５番についても、父親であり親子関係であります。４番、５番について主に

新規就農者ということで、許可相当と思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はありませんか｡ 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。 

 農地法第３条､農地の使用貸借権設定許可申請について、原案どおり決定するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） はい、異議がないものと認め、議第４６号については、許可す

ることに決定しました。 

 次に、議第４７号、農地法第４条、農地転用許可後の事業計画変更承認申請につ

いてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第４７号、農地転用許可後の事業計画変更承認申請につ

いて。農地法第４条第１項の規定により下記農地の事業計画変更承認申請について

意見決定するものとする。平成２６年７月７日提出、玉名市農業委員会会長、東令

佐。 

 １番、申請物件、寺田４０９－１、畑３７８㎡、当初はテナントとして出店予定

でありましたが、事業者との契約が白紙になったため、事業計画を変更して共同住

宅を建設するものであります。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号１番について、担当委員の説明をお願いいたします。どうぞ。 

○１４番（森川正志君） １４番、森川です。この案件はですね、議第４８号の３番と

同一なんです。最初、今、事務局からおっしゃられましたように、貸事務所という

ことで申請をされとったけれども、それが契約は白紙に撤回になったということで、

６世帯の共同住宅を今度建設する予定になっております。別に近隣に国道２０８号

線に面しまして、まず、給水はですね、玉名市の上水道を利用し、生活雑排水はで
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すね、合併浄化槽を設置し、雨水についてはですね、西側に市道の側溝があります

ので、そちらのほうに流水するそうです。見たところ現地はですね、別に問題ない

と思いまして、許可相当と思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。 

 農地法第４条農地転用許可後の事業計画変更承認申請について、原案どおり許可

相当と意見決定することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） はい、異議がないものと認め、議第４７号については、許可相

当と意見決定することに決定しました。 

 次に、議第４８号、農地法第４条、農地の転用許可申請についてを議題といたし

ます。 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第４８号、農地の転用許可申請について。農地法第４条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２６年７月７日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、申請物件、六田２１－４、田２１０㎡、共同住宅建設による転用でありま

す。 

 ２番、申請物件、大浜町３７９５－４、田２３５㎡、農業用倉庫の建設による転

用であります。これについては始末書が付いておりますので、あとで朗読をいたし

ます。 

 ３番、申請物件、寺田４０９－１、畑３７８㎡、共同住宅建設による転用であり

ます。 

 ４番、申請物件、天水町竹崎４９４－９、畑９２㎡、農業用住宅の建設による転

用であります。 

 以上、４件、合計９１５㎡を御提案申し上げます。申請内容、農地転用許可基準

全ての事項ごとに適合するか否か審査いたしました結果、いずれも不都合がないも

のと判断いたしましたので御提案申し上げます。地元農業委員さんの同行の上、現

地調査を行なっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号１番から担当委員の説明をお願いいたします。１番、どうぞ。 

○３番（清田順次君） ３番、清田です。１番の案件について御説明申し上げます。 
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 場所はですね、六田地区区画整理がなされたところで、鮮ど市場の北側に位置し

ております。議第４９号１番との関連というふうなことで、合わせて共同住宅１棟

２階建て４世帯分と駐車場１０台分というふうなことで、基盤整備されたというふ

うなことで市下水道も完備しておりますので、何ら問題はありませんので、許可相

当と判断いたしました。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、２番は始末書が添付されておりますので、まず始末書の朗

読をお願いいたします。 

○事務局主任（中根 剛君） ― ２番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（東 令佐君） それでは、２番の担当委員、どうぞ。 

○１０番（坂本誠二君） １０番、坂本です。２番の案件について説明いたします。 

 申請者は代々農業を営んでおりますが、現在は息子さんが経営の中心をやられて

おります。御多分に洩れずこのところのトマト景気の波に乗り、ハウスも増やされ

ております。そこで当然、現在使っていた農業用倉庫では手詰まりになっており、

新しく農業倉庫を建設する計画であります。ただ現在の敷地では不足するため、一

部農地を転用することになりました。２３５㎡の土地に建坪１２０㎡の倉庫でござ

います。農業用倉庫であるため汚水は発生せず、雨水は要所要所に雨水枡を設置し、

道路側溝に流します。 

 また、土地の流出、堆積等を防ぐため、周囲をブロックで囲みます。先般、事務

局とともに現地調査を行なった結果、周りは第１種農地でもあり、周囲も迷惑をか

けないことから、許可相当と判断いたしました。よろしくお願いいたします。以上

です。 

○議長（東 令佐君） ３番、どうぞ。 

○事務局長（宮田辰也君） さきほど議第４７号で説明されたので、とばします。 

○議長（東 令佐君） ４番、どうぞ。 

○３３番（生田三之利君） ３３番の生田です。４番の案件について御説明いたします。 

 現在の居住地が借地のために、自身の所有地でないということで、農家住宅と倉

庫を建てるというものであります。 

 生活排水は集落排水を利用して、雨水については前面の道路側溝に流すというこ

とになっております。被害等はないものと思われ、現地調査の結果、許可相当と判

断しております。以上、よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。農地法第４条、農地の転用
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許可申請について、原案のとおり許可相当と意見決定することに異議のない方は挙

手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第４８号については、許可相当と意

見決定することに決定しました。 

 次に、議第４９号、農地法第５条、農地の転用許可申請についてを議題といたし

ます。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第４９号、農地の転用許可申請について。農地法第５条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２６年７月７日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、申請物件、六田２１－５、田２３２㎡、共同住宅建設による転用でござい

ます。 

 ２番、申請物件、松木４０－２１、田３２㎡、宅地拡張による転用であります。 

 ３番、申請物件、立願寺１１５５－１、畑１０３㎡外７筆、計１,３０６.９５㎡、

４区画の宅地分譲住宅による転用であります。 

 ４番、申請物件、山田８８９－１、田９５６㎡、３０.１９ｋｗの太陽光発電施

設の建設による転用であります。 

 ５番、申請物件、築地５３８－２、畑４９８㎡、個人住宅建設による転用であり

ます。 

 ６番、申請物件、築地１５６３－６２、畑３３８㎡、個人住宅建設による転用で

あります。 

 次のページをお願いします。 

 ７番、申請物件、伊倉北方２０９５－２、畑５７６㎡、３９.６ｋｗの太陽光発

電施設の建設による転用であります。 

 ８番、寺田１４４９、畑８７３㎡外１筆、計１,６４６㎡、１０５ｋｗの太陽光

発電施設の建設による転用であります。 

 ９番、寺田１３９－４、畑５０１㎡外２筆、計５３６.５㎡、個人住宅建設によ

る転用であります。 

 １０番、申請物件、玉名３０９８－３、畑２４㎡、進入路の転用であります。 

 １１番、申請物件、下小田５７９、畑８２７㎡、２６.５２ｋｗの太陽光発電施

設の転用であります。 

 １２番、申請物件、箱谷１４０３－１、田２８９㎡、農業用倉庫建設による転用

であります。 



－   － 10 

 １３番、申請物件、三ツ川４８９１－１、畑１,１０１㎡、作業場及び資材置場

及び専用住宅建設による転用であります。 

 １４番、申請物件、岱明町上１１４０－３、畑１３３㎡、駐車場建設による転用

であります。 

 続きまして、次のページ、１５番、岱明町下沖洲８５８－１、畑２７６㎡、個人

住宅建設による転用であります。 

 １６番、申請物件、岱明町高道３２３－１０、田３２４㎡、これも個人住宅建設

による転用であります。 

 １７番、申請物件、天水町部田見１２６８－１、畑６５㎡、駐車場整備による転

用であります。 

 １８番、申請物件、天水町立花１７３２－１、田２８４㎡、貸駐車場としての転

用であります。 

 計１８件、合計９,４４４.４５㎡、以上を御提案申し上げます。 

 申請内容を農地転用許可基準に照らしまして、全ての事項ごとに適合するか否を

審査しました結果、いずれも不都合がないものと判断いたしましたので御提案申し

上げます。地元農業委員さん同行の上、現地調査を行なっておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。 

 受付番号１番より順に担当委員の説明をお願いいたします。 

 １番から３番まで担当委員さんが同じでございますので、続けてどうぞ。 

○３番（清田順次君） ３番、清田です。１番の案件はですね、４８号の１番で御説明

いたしました共同住宅を建設するというふうなことで、これも何ら問題ないという

判断で、許可相当とお願いいたしております。 

 ２番の案件はですね、六田と松木の大通りというふうなことで、松木地区のこの

大通りの北側に位置している所というふうなことで、現在、譲受人の住宅が２３６

㎡というふうなことで、隣接地とのスペースがないというふうなことで、１.５ｍ

ほどの住宅地の拡張で、これも何ら問題ございませんので、許可相当と判断いたし

ました。 

 ３番の案件はですね、所在地が八芳園の北西に位置しておりますが、そこに宅地

の分譲と指定道路を造るという申請で、南側に市道が隣接をしてるというふうなこ

とで、給排水等も問題は何らないというようなことで、北側に農地がありますが、

約２ｍほどの高台ということで、許可相当と判断いたしました。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、４、５、６は委員さんが同じでございますので、続けてど

うぞ。 
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○４番（西川英文君） ４番の西川です。４、５、６につきまして説明いたします。 

 まず４番ですけども、これは広域農道沿いに面したところですが、非常に生産性

の低い農地と思われます。隣接地には住宅もなくですね、太陽光を作られても別に

問題ないと思っております。転用することによって、周囲には何ら問題は生じない

と判断し、許可相当と思います。 

 それから５番の案件ですが、これは貸人と借人は親子の関係ですね、子どもさん

の住宅を造るということで、農地を分筆して転用するそうです。ここは下水道は隣

接している里道にありましたけども、上水道は敷地内にボーリングをして供用する

ということですね。雨水につきましては、集排水枡を使って外に流すということで、

これも許可相当と判断いたしました。 

 それから６番の案件ですが、これも親子の関係ですね。これは市道に接しており

まして、特に上下水は埋設されていますので、それを利用するということと、非常

にすぐ隣には今住んでいる小さな家がありますけども、そこらへんでございますの

で、何ら問題もなく許可相当と判断いたしました。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、７番、どうぞ。 

○１２番（坂西孝之君） １２番、坂西でございます。太陽光設置ということでござい

まして、現地は住宅地のど真ん中にありますけども、近隣の許可はとってあるとい

うことで、それに対しては問題はないかと思われます。雨水は自然浸透ということ

でですね、造成中の被害防除策としまして、ブロックで囲み、土砂の流出、堆積、

崩壊を対応するということで、何ら問題はなく許可相当かと思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、８、９も委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○１４番（森川正志君） １４番、森川です。この案件はですね、玉名バイパス沿いの

ちょっと高台にある所の畑地なんですけれども、今、子どもさんが１人でこの請け

人のほうの会社に勤められているわけです。お母さんが最近亡くなられて、お父さ

んも病気で両足を切断されまして、１人でやらにゃいかんということで、今のとこ

ろ農業はどうかなあていう矢先に、会社の社長が、じゃあ俺が太陽光をするという

ことで、これはですね、ここには書いてないけれども売買なんですよ。近隣は民家

もなく、別にこれをどうこう言うあれはないし、許可相当と思います。 

 それから、９番の案件ですけれども、ここはですね、玉名の農免道路沿いなんで

す。浦島海苔のちょっと高台になっておりますけれども、ここをですね、個人住宅

ということで、今、面積がですね、５３６てしてありますけれども、これは進入道

路の面積まで入っております。あとはその雨水はですね、農免道路沿いの側溝へ流

して、生活雑排水はですね、合併浄化槽を設置するということで、別に問題ないと

思いまして、許可相当と思います。以上です。 
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○議長（東 令佐君） 次、１０、１１番も委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○１６番（田辺信之君） １６番の田辺です。１０番の案件について説明します。 

 この１０番の案件はですね、倉庫の横にですね、畑として２４㎡残っています。

市道の横ですね。その奥に住宅があるので、そこを転用して進入路とする計画です。

別に雨水も今までどおり市道横の水路に流れていますので、問題はないと思います。

許可相当等と判断しました。 

 １１番の案件について説明します。 

 譲受人はですね、自宅に隣接する雑種地にですね、ソーラーパネル１０４枚の２

６.５２ｋｗを設置して売電する計画です。申請地は、東が市道で西が自宅、南が

私有地、北が住宅となっていますが、事前に了解をとってあります。雨水について

は、自然浸透と東側の市道の側溝を利用しています。盛土もなく、土砂の流出もな

いと思われます。現地調査の結果、許可相当と判断しました。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、１２、１３も委員さんが同じですので、続けてどうぞ。 

○１７番（鍬本勝利君） １７番、鍬本です。１２番の案件について説明します。 

 譲渡人は県外に住んでおられ、実家に帰る予定もなく、譲受人が隣接地であり利

便性が高く、土地所有者とも事前に了解を得て、農業用トラクター、管理機、その

他農機具の保管場所が必要となったため、２８９㎡の土地を譲ってもらい、農業用

倉庫１棟を建てることにしたものです。雨水は西側にＵ字溝を入れ、前面南側の市

道の側溝に流す。農業倉庫がなかったため何度か盗難に遭ったそうです。調査の結

果、許可相当と判断しました。よろしくお願いします。 

 １３番は、申請地は現作業場に近く、その作業場が借地であり、返還の時期がき

ており、また、住居も老朽化し、利便性も悪く、土地を探していたところ、譲渡人

の土地があり、この人は病気がちで農作業もできず、現在も入院中で、この土地を

譲ってもらうことにし、住宅は木造瓦葺き平屋建て８９㎡、作業場は木造瓦葺き平

屋建て７２㎡、足場置場駐車場は３６１㎡、生活給水は、玉名市上水道を使い、雨

水については四隅に雨水の浸透枠を設け、これに集水し、その浄水を隣接の市道水

路に流す。雨水・生活雑排水は、敷地内に合併浄化槽を設置し、その浄化水を北側

水路に流すようにしているそうです。これも許可相当と判断しました。よろしくお

願いします。 

○議長（東 令佐君） はい、次、１４どうぞ。 

○１９番（大野金生君） １９番、大野です。１４番の案件について説明します。 

 転用の目的は、申請人は屋敷が手狭なため、隣接する畑３３㎡を購入して屋敷を

拡張するものです。北側は農地、西側は農道、南側は民家、東側は譲受人の居宅と

なっており、住宅この土地は荒れ地で何も耕作されていない土地でした。購入後の
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用途については、駐車場２台分と空きスペースの一部を家庭菜園とすることで、付

近には迷惑をかけることはありません。給排水計画、雨水・排水は農免道路に側溝

がありますので、そこに放流するそうです。被害防除計画、一部低い土地がありま

すので、土を入れて整地して、ブロック３段設置し、土砂の流出を防ぎます。また、

近隣の農地への被害は発生しません。したがって、現地調査の結果、本件は許可相

当と判断しました。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、１５、１６を続けてどうぞ。 

○２３番（德井勝美君） ２３番、德井です。１５番の案件について説明いたします。 

 譲渡人と譲受人は親子関係です。それで、転用の２７６㎡に住宅を建てるという

ことです。個人住宅を建てるということです。給排水計画は市の上下水道を使うと

いうことです。生活雑排水、雨水、汚水については、雨水は自然排水及び市側溝に

流すということです。生活雑排水、汚水は市の下水道に接続されます。被害防除計

画、土砂などの流出を避けるため、流れ出る恐れのあるところにはブロックで止め

るということです。近くへの被害防除策は、隣接農地はなく、耕作に影響はないと

思われます。現地の調査の結果、問題はないと思います。 

 それと１６番の案件について説明いたします。 

 これも個人住宅を建てられます。ここは住宅を建てるための区画整備がされてい

るところで、給排水にしても市の上下水道を利用するということです。別に近隣に

迷惑かけるようなこともなく、許可相当と思われます。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、１７番、どうぞ。 

○３１番（米野旨雄君） ３１番、米野です。１７番の案件について説明いたします。 

 申請地は部田見の鞘の神という祠のある北側の土地です。この鞘の神には参拝者

も結構多く、駐車場がなく路上駐車になっておりますので大変危険ですので、譲渡

人の人が無償提供ということで村に寄附されたそうです。そのため、早々に収得し

て駐車場として利用したいそうです。計画としては、駐車場で車２台分、残りを二

輪車４台分程度だそうです。給排水はありませんので、雨水だけは地下浸透だそう

です。隣接地の耕作とか被害相当のあれはありませんので、許可相当と思います。

よろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 次、１８番、どうぞ。 

○３４番（堀田昌子君） ３４番、堀田です。１８番の案件について説明します。 

 譲受人は会社を経営されており、申請地の隣にもう既に業務用の大型車の６台分

の駐車場があります。今回はその大型車を使用する従業員のための駐車場です。排

水は雨水のみで、北側に面する県道に側溝があります。申請地は、北側、南側は道

路に面し、西側は水路に面しているので、農作物への影響はないと思われます。現
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地調査の結果、許可相当と思います。以上です。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。 

 農地法第５条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） はい、異議がないものと認め、議第４９号については、許可相

当と意見決定することに決定しました。 

 次に、議第５０号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

 事務局より説明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 議第５０号、農地利用集積計画の決定について。農業経

営基盤強化促進法第１８条第１項により平成２６年農用地利用集積計画（案）に

よる利用権の設定等について次のとおり意見決定するものとする。平成２６年７

月７日、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 別紙農用地利用集積計画案のとおり、玉名市長より意見を求められております。

１６ページから１８ページまでの２２件の集積であります。 

 １８ページをお願いします。 

 所有権移転２件、１１,８７５㎡、利用権設定１９件、３６,２８３㎡、利用権

移転１件、１,９９３㎡、合計２２件、５０,１５１㎡の集積でございます。 

 農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たすものと考え、御提案

申し上げました。どうぞよろしく御審議お願いします。 

○議長（東 令佐君） 事務局の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。 

 農用地利用集積計画の決定について、原案どおり意見決定することに異議のない

方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第５０号については、原案どおり意

見決定することに決定しました。 

 次に、議第５１号、買入協議を行う旨の通知の要請についてを議題といたします。 

 事務局より説明を求めます。 
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○事務局長（宮田辰也君） 議第５１号、農業経営基盤強化促進法第１６条第１項の規

定による買入協議を行う旨の通知の要請について。 

 下記の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく利用権の設

定と所有権の移転について、あっせんを受けたい旨の申出があったので、農地中間

管理機構等を含めた農地調整等を行いましたが、不調に終わったため、同法第１６

条第１項の規定により、玉名市長に対し同法第１６条第２項の規定による申出者へ

の通知をするよう要請するものとする。平成２６年７月７日提出、玉名市農業委員

会会長、東令佐。 

 横島町の申請人からあっせんの申出がございました。申出の農地は、横島町の畑

１９,９０８㎡です。平成２６年６月１９日、申出者により公益財団法人熊本県農

業公社を交え調整を行ないましたけれども、不調に終わっております。 

 不調の理由といたしましては、所有者の申出価格が１０ａ当たり９８万円という

こと。これに対しまして、公社のほうが９３万円が妥当だろうということで、結局

価格の不一致で不調に終わっております。しかしながら、ここは優良農地であり、

認定農業者等に売り渡さなければならない物件ということで、市長に対してあっせ

んするように申出を要請するものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 事務局の説明が終わりました。 

 御意見、御質問はございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので採決に移ります。 

 買入協議を行う旨の通知の要請について、原案どおり意見決定することに異議の

ない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（東 令佐君） はい、異議がないものと認め、議第５１号については、原案ど

おり意見決定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 

○議長（東 令佐君） 次に、報告第１６号から報告第１７号を一括して事務局より説

明を求めます。 

○事務局長（宮田辰也君） 報告第１６号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知につい

て。農地法第１８条第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した

旨の通知を受理しましたので報告します。平成２６年７月７日提出、玉名市農業委

員会会長、東令佐。 

 今回は９件の解約の通知を受理しております。 
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 ２３ページをお願いします。 

 報告第１７号、農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届がありまし

たので報告いたします｡今回は３件の届けを受理しております。盛土による変更で

あります。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 事務局より一括して報告がありました。 

 質問などございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので、本日予定しておりました議案審議と報告を

終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．その他 

○議長（東 令佐君） 次にその他に移ります。その他、何かございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようですので、慎重なる審議ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

７．閉 会 

○議長（東 令佐君） これをもちまして農業委員会総会を閉会いたします。 

 どうもお疲れでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時０１分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

平成２６年７月７日 

 

 

 

 玉名市農業委員会会長    東 令佐 

 

 

 

 農 業 委 員       丸山 近信 

 

 

 

 農 業 委 員       田辺 信之 


